
斎
王
卜
定
に
関
す
る
一
考
察
　
―
摂
関
期
を
中
心
に
―長

塩

智

恵

は
じ
め
に

　

十
世
紀
以
降
、
朝
廷
は
地
方
へ
の
関
心
を
失
い
、
国
司
へ
大
幅
な
行
政
権
を
委
任
す
る
代
わ
り
に
、
一
定
以
上
の
租
税
進
納
を
義
務
づ
け

る
政
治
形
態
を
取
る
よ
う
に
な
る
。
次
第
に
摂
関
家
を
筆
頭
と
す
る
貴
族
層
の
政
治
意
識
は
京
内
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
家
の
守

護
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
よ
り
都
の
守
護
神
で
あ
る
賀
茂
神
社
を
重
視
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
。
菅
原
孝
標
女
は
『
更
科
日
記
』
の
中
で
、

物
は
か
り
な
き
心
に
も
、「
つ
ね
に
天
照
御
神
を
念
じ
申
せ
」
と
い
ふ
人
あ
り
。
い
づ
こ
に
お
は
し
ま
す
、
神
仏
に
か
は
な
ど
、
さ
は

い
へ
ど
、
や
う

く
思
ひ
わ
か
れ
て
、
人
に
と
へ
ば
、「
神
に
お
は
し
ま
す
。
紀
の
国
造
と
申
す
は
、
こ
の
御
神
也
。
さ
て
は
内
侍
所

に
す
べ
ら
神
と
な
む
お
は
し
ま
す
。」
と
い
ふ
。「
伊
勢
の
国
ま
で
は
思
か
く
べ
き
に
も
あ
ら
ざ
り
。
内
侍
所
に
も
、
い
か
で
か
ま
ゐ
り

を
が
み
た
て
ま
つ
ら
む
。
空
の
光
を
念
じ
申
す
べ
き
に
こ
そ
は
」
な
ど
、
浮
て
お
ぼ
ゆ
。

と
述
べ
て
お
り
、
天
照
大
神
が
ど
こ
で
祀
ら
れ
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
。
地
方
と
の
関
わ
り
が
深
い
受
領
階
級
出
身
の
孝
標
女
で
す
ら

こ
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
は
中
央
か
ら
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
は
国
家
的
祭
祀
と
言
う
よ
り
、
天
皇
家
の
男
系

系
譜
に
由
来
す
る
形
式
的
な
祭
祀
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。
一
方
、
賀
茂
祭
は
京
の
貴
族
に
と
っ
て
最
も
華
や
か
で
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注
目
の
高
い
祭
り
で
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語（

（
（

』
や
『
枕
草
子（

（
（

』
の
記
述
に
よ
り
、
祭
の
中
で
特
に
関
心
を
集
め
て
い
た
の
は
斎
院
御
禊
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

貴
族
た
ち
の
伊
勢
神
宮
軽
視
の
結
果
、
斎
宮
に
は
天
皇
と
の
血
縁
関
係
の
薄
い
異
母
姉
妹
や
女
王
が
選
出
さ
れ
、
斎
院
に
は
天
皇
と
の
血

縁
関
係
の
濃
い
娘
や
同
母
姉
妹
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
摂
関
期
に
入
っ
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

（
（

。
摂
関
期

に
多
く
み
ら
れ
る
女
王
斎
宮
の
存
在
は
斎
宮
の
相
対
的
地
位
の
低
下
と
形
骸
化
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
た（

（
（

。

　

斎
王
の
選
出
儀
礼
で
あ
る
卜
定
は
、
事
前
に
内
定
し
て
い
た
候
補
者
の
合
否
を
決
定
す
る
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
斎
王
の
人
選
に
は

政
治
的
な
意
思
の
介
入
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
東
郷
富
規
子
氏
は
、「
斎
王
の
選
定
は
予
め
選
び
出
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は

王
女
を
一
定
の
儀
式
の
う
ち
に
神
祇
官
適
不
適
を
卜
う
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
て
お
り
、
真
の
決
定
は
む
し
ろ
予
選
に
お
い
て
な
さ
れ
て
」

お
り
、「
斎
王
選
定
の
際
に
は
政
権
保
持
者
た
る
藤
原
氏
が
策
動
し
て
有
力
な
外
戚
を
持
た
ぬ
皇
女
ま
た
は
王
女
に
卜
合
さ
せ
、
自
身
の
孫

に
な
ら
せ
ぬ
よ
う
に
し
て
い
た
」
と
論
じ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
榎
村
寛
之
氏
は
、
八
世
紀
・
十
世
紀
・
十
一
世
紀
・
十
二
世
紀
の
史
料
を
通
じ
て

斎
王
候
補
者
は
事
前
に
会
議
で
決
定
さ
れ
、
卜
定
は
そ
の
合
否
を
占
っ
た
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
な
力
関
係
の
反
映
が
あ
り
え
る
と
し
て
い

る（
（
（

。

　

摂
関
全
盛
期
（
花
山
～
後
冷
泉
）
の
斎
王
の
う
ち
、
九
条
流
摂
関
家
の
血
を
引
く
斎
宮
は
、
小
一
条
院
皇
女
嘉
子
内
親
王
（
母
藤
原
寛
子

―
藤
原
道
長
女
）
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
斎
院
は
村
上
天
皇
皇
女
選
子
内
親
王
（
母
中
宮
藤
原
安
子
―
藤
原
師
輔
女
）、
後
一
条
天
皇
皇

女
馨
子
内
親
王
（
母
中
宮
藤
原
威
子
―
藤
原
道
長
女
）、
後
朱
雀
天
皇
皇
女
禖
子
内
親
王
（
母
中
宮
藤
原
嫄
子
―
敦
康
親
王
女
・
藤
原
頼
通

養
女
）
ら
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
摂
関
家
は
斎
宮
で
は
な
く
斎
院
を
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
摂
関

家
を
外
戚
に
持
つ
皇
女
の
う
ち
、
優
遇
さ
れ
て
い
る
皇
女
が
斎
宮
斎
院
に
卜
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
斎
王
卜
定
に
摂
関
家
の
意
思
が

介
入
し
て
い
た
場
合
、
摂
関
家
は
斎
王
自
体
に
積
極
的
な
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
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し
か
し
女
王
斎
宮
が
頻
発
す
る
時
期
（
円
融
～
後
一
条
朝
）
は
、
斎
院
の
交
替
が
行
わ
れ
ず
、
選
子
内
親
王
が
五
十
七
年
間
務
め
て
お

り
、
一
概
に
女
王
斎
宮
の
出
現
が
斎
宮
の
地
位
低
下
を
示
す
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
時
期
の
天
皇
で
あ
る
三
条
天
皇
は
、
斎
宮
に
第
一
皇
女

当
子
内
親
王
（
母
皇
后
藤
原
娍
子
―
贈
右
大
臣
藤
原
済
時
女
）
を
選
出
し
て
い
る
。
三
条
天
皇
に
は
藤
原
道
長
女
の
妍
子
が
入
内
し
て
い
た

が
、
こ
の
時
ま
だ
娘
の
媞
子
内
親
王
は
誕
生
し
て
お
ら
ず
、
斎
宮
に
選
ぶ
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
一
条
天
皇
の
場
合
も
、
即

位
よ
り
十
五
年
後
に
大
斎
院
選
子
内
親
王
が
高
齢
を
理
由
に
斎
院
を
退
下
し
た
た
め
、
馨
子
内
親
王
を
斎
院
に
選
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
よ
う
に
、
摂
関
家
が
意
図
的
に
外
孫
を
斎
宮
に
選
出
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

斎
院
は
『
延
喜
式
』
巻
第
六　

神
祇
六
「
斎
院
司
」
に
、「
凡
天
皇
即
位
、
定
二
賀
茂
大
神
斎
王
一、
仍
簡
二
内
親
王
未
レ
嫁
者
一
卜
定
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
斎
宮
と
同
様
に
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
交
替
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
必
ず
し
も
厳
守
さ
れ
て
お
ら

ず
、
二
代
以
上
の
天
皇
の
斎
院
を
務
め
た
者
が
十
二
名
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
初
代
斎
院
有
智
子
内
親
王
の
時
か
ら
確
認
さ
れ
る
現
象
で
、

天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
必
ず
交
替
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
斎
宮
と
は
大
き
く
異
な
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
選
子
内
親
王
が
長
期
間
斎
院

を
努
め
た
要
因
と
し
て
摂
関
家
の
血
を
引
く
皇
女
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
関
家
の
荘
厳
装
置
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

け
れ
ど
も
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
斎
院
の
交
替
が
こ
れ
程
長
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
摂
関
家
の
荘
厳
装
置
と
し
て
斎
院
が
機
能

し
て
い
た
な
ら
ば
、
や
は
り
天
皇
と
の
血
縁
関
係
の
近
い
摂
関
家
の
血
を
引
く
皇
女
を
斎
院
に
選
出
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
行
わ

な
か
っ
た
の
は
、
新
た
な
斎
院
を
選
出
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
貴
族
た
ち
は
斎
宮
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
源
氏
物
語
』
や
『
狭
衣
物
語
』
な
ど
斎
宮
が
登
場
す
る
平
安
文
学
作

品
は
多
い
。
本
当
に
関
心
が
薄
い
の
で
あ
れ
ば
、
話
題
に
す
ら
挙
が
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
女
王
の
選
出
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
貴
族
た

ち
が
斎
宮
を
斎
院
よ
り
軽
視
し
て
い
た
と
は
一
概
に
言
い
難
い
。
形
骸
化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
斎
宮
は
、
そ
の
後
南
北
朝
時
代
ま
で
実
に
四

百
年
も
存
続
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
長
き
に
渡
っ
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
形
骸
化
と
い
う
よ
り
は
、
斎
宮
の
選
出
条
件
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
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た
と
考
え
る
方
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
候
補
者
の
範
囲
が
広
い
ほ
ど
制
度
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
摂
関
期
の
斎
王
卜
定
に
注
目
し
、
摂
関
家
は
斎
宮
を
冷
遇
し
て
い
た
の
か
。
女
王
斎
宮
の
出
現
は
斎
宮
の
形
骸
化
を
示

す
事
象
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
必
要
な
変
化
で
あ
っ
た
の
か
。
以
上
の
点
に
留
意
し
て
、
摂
関
期
の
斎

王
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

一
、
卜
定
の
時
期

1　

斎
宮
の
場
合

　

斎
宮
の
卜
定
は
『
延
喜
式
』
巻
第
五
、
神
祇
五
、「
斎
宮
式
」
定
齋
王
条
に
、

凡
天
皇
卽
レ
位
者
。
定
二
伊
勢
太
神
宮
齋
王
一。
仍
簡
二
内
親
王
未
レ
嫁
者
一
卜
之
。
若
無
二
内
親
王
一
者
。
依
二
世

次
一。
簡
二│

定
女
王
一
卜
之
。

と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
天
皇
の
皇
位
継
承
儀
礼
の
一
環
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
即
位
儀
礼
で
あ
る
大
嘗
祭
は
『
延
喜

式
』
巻
第
七
、
神
祇
七
、「
践
祚
大
嘗
祭
式
」
に
、

凡
践
祚
大
嘗
。
七
月
以
前
卽
位
者
。
當
年
行
レ
事
。
八
月
以
後
者
。
明
年
行
レ
事
。
此
據
二
受
讓
卽
一。
非
レ

謂
二
諒
闇
登
極
一。

と
あ
り
、
七
月
以
前
に
即
位
し
た
場
合
は
当
年
に
、
八
月
以
後
に
即
位
し
た
場
合
は
翌
年
に
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
上
記

の
規
定
は
受
譲
即
位
の
場
合
で
あ
り
、
諒
闇
登
極
の
場
合
は
服
喪
期
間
が
過
ぎ
る
ま
で
は
行
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
斎
宮
卜
定
に
関
し
て
は
、

明
確
な
日
時
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
歴
代
斎
宮
の
卜
定
の
時
期
に
は
バ
ラ
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
延
喜
斎
宮
式
』
で
は
天

皇
即
位
後
に
斎
宮
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
斎
宮
卜
定
は
必
ず
即
位
式
の
あ
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
延
喜
斎
宮

式
』
の
い
う
「
卽
レ
位
」
と
は
践
祚
で
は
な
く
即
位
式
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
斎
宮
卜
定
は
即
位
式
を
挙
げ
た
あ
と
に
執
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り
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。
践
祚
と
即
位
の
区
別
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
平
城
天
皇
か
ら
、
斎
王
制
度
が
廃
絶
す
る
後
醍
醐
天
皇
ま

で
の
即
位
式
と
斎
宮
卜
定
の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
表
1
で
あ
る
。

表
1　
平
安
期
以
降
の
天
皇
即
位
と
斎
王
卜
定

天
皇

先
帝
の
退
位
状
況

践
　
祚

即
位
式

斎
宮

卜
　
定

年
齢

続
柄

斎
院

卜
　
定

年
齢

続
柄

平
城

死
去

延
暦
25（
806）・

3
・
17

大
同
元
（
806）・

5
・
18

大
原
大
同
元
（
806）・

11・
13

娘

嵯
峨

譲
位

大
同
4
（
809）・

4
・
1
大
同
4
（
809）・

4
・
13

仁
子
大
同
4
（
809）・

8
・
11

娘
有

智
子
弘
仁
元
（
810）・

9
4
娘

淳
和

譲
位

弘
仁
14（
823）・

4
・
16

弘
仁
14（
823）・

4
・
27

氏
子
弘
仁
14（
823）・

6
・
3

娘
姪

宜
子
天
長
5
（
828）・

2
・
12

姪
※
時
子
天
長
8
（
831）・

12・
8

姪
仁
明

譲
位

天
長
10（
833）・

2
・
28

天
長
10（
833）・

3
・
6
久
子
天
長
10（
833）・

3
・
26

娘
高
子

天
長
10（
833）・

3
・
26

娘

文
徳

＊
譲
位

嘉
祥
3
（
850）・

3
・
21死
去

嘉
祥
3
（
850）・

3
・
19

嘉
祥
3
（
850）・

4
・
17

晏
子
嘉
祥
3
（
850）・

7
・
9

娘
慧
子

嘉
祥
3
（
850）・

7
・
9

娘
述
子

天
安
元
（
857）・

2
・
28

娘
清
和

死
去

天
安
2
（
858）・

8
・
27

天
安
2
（
858）・

11・
7
恬
子
貞
観
元
（
859）・

10・
5

12？
異

母
姉

儀
子

貞
観
元
（
859）・

10・
5

同
母
姉
妹

陽
成

譲
位

貞
観
18（
876）・

11・
29

貞
観
19（
877）・

1
・
3
識
子
元
慶
元
（
877）・

2
・
17

4
異

母
妹

敦
子

元
慶
元
（
877）・

2
・
17

同
母
姉
妹

掲
子
元
慶
6
（
882）・

2
・
17

叔
母

※
穆
子
元
慶
6
（
882）・

4
・
9

父
の
従
姉
妹

光
孝

譲
位

元
慶
8
（
884）・

2
・
4
元
慶
8
（
884）・

2
・
23

繁
子
元
慶
8
（
884）・

3
・
22

娘
娘

宇
多

死
去

仁
和
3
（
887）・

8
・
26

仁
和
3
（
887）・

11・
17

元
子
寛
平
元
（
889）・

2
・
16

従
姉

妹
直
子

寛
平
元
（
882）・

10・
8

父
の
従
姉
妹

君
子

寛
平
5
（
893）・

3
・
14

4
？
娘

醍
醐

譲
位

寛
平
9
（
897）・

7
・
3
寛
平
9
（
897）・

7
・
13

柔
子
寛
平
9
（
897）・

8
・
13

7
？

同
母

妹

異
母
妹

恭
子

延
喜
3
（
903）・

2
・
19

2
娘

宣
子

延
喜
15（
915）・

7
・
19

14
娘

韶
子

延
喜
21（
921）・

2
・
25

4
娘

朱
雀

＊
譲
位

延
長
8
（
930）・

9
・
29死
去

延
長
8
（
930）・

9
・
22

延
長
8
（
930）・

12・
25

雅
子
承
平
元
（
931）・

12・
25

22
異

母
姉

婉
子

承
平
元
（
931）・

12・
25

28

異
母
姉

斉
子

承
平

6
（

9
3
6
）

16
異

母
姉

徽
子

承
平

6
（

9
3
6
）
・

9
・

1
2

8
姪

村
上

譲
位

天
慶
9
（
946）・

4
・
13

天
慶
9
（
946）・

4
・
28

英
子
天
慶
9
（
946）・

5
・
27

26
異

母
姉

異
母
姉

悦
子

天
暦

元
（

9
4
7
）
・

2
・

2
6

5
姪

楽
子
天
暦
9
（
955）・

7
・
17

4
娘
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冷泉 死去 康保 4（967）・ 5・25 康保 4（967）・10・11 輔子 安和元（968）・ 7・ 1 16 同母妹 尊子 安和元（968）・ 7・ 1 3 娘

円融 譲位 安和 2（969）・ 8・13 安和 2（969）・ 9・23
隆子 安和 2（969）・11・16 従姉妹 姪
規子 天延 3 （975）・ 2・27 27 異母姉

選子 天延 3（975）・ 6・25 12

同母妹
花山 譲位 永観 2（984）・ 8・27 永観 2（984）・10・10 済子 永観 2（984）・11・ 4 父の従姉妹 叔母
一条 譲位 寛和 2（986）・ 6・23 寛和 2（986）・ 7・22 恭子 寛和 2（986）・ 8・ 8 3 従姉妹 叔母

三条 ＊譲位
寛弘 8（1011）・ 6・22死去 寛弘 8（1011）・ 6・13 寛弘 8（1011）・10・16 当子 長和元（1012）・12・ 4 12 娘 叔母

後一条 譲位 長和 5（1016）・ 1・29 長和 5（1016）・ 2・ 7 嫥子 長和 5（1016）・ 2・19 12 父の従姉妹
大叔母

馨子 長元 4（1031）・12・16 3 娘
後朱雀 死去 長元 9（1036）・ 4・17 長元 9（1036）・ 7・10 良子 長元 9（1036）・11・28 8 娘 娟子 長元 9（1036）・11・28 5 娘

後冷泉 ＊譲位寛徳 2（1045）・ 1・18死去 寛徳 2（1045）・ 1・16 寛徳 2（1045）・ 4・ 8
嘉子 永承元（1046）・ 3・10 再従兄弟の子 禖子 永承元（1046）・ 3・24 8 異母妹
敬子 永承 6 （1051）・10・ 7 再従兄弟の子

正子 康平元（1058）・ 6・27 14
異母妹

後三条 死去 治暦 4（1068）・ 4・19 治暦 4（1068）・ 7・22 俊子 延久元（1069）・ 2・ 9 14 娘
異母妹

佳子 延久元（1069）・10・28 13 娘

白河 譲位 延久 4（1072）・12・ 8 延久 4（1072）・12・29
淳子 延久 5（1073）・ 2・16 遠縁 篤子 延久 5（1073）・ 3・11 11 同母妹
媞子 承暦 2（1078）・ 8・ 2 3 娘

斉子 承保元（1074）・12・ 8
遠縁

堀河 譲位 応徳 3（1086）・11・26 応徳 3（1086）・12・19 善子 寛治元（1087）・ 2・11 11 異母姉

遠縁
令子 寛治 3（1089）・ 6・28 12 同母姉
禛子 康和元（1099）・10・20 19 同母妹

鳥羽 死去 嘉承 2（1107）・ 7・19 嘉承 2（1107）・12・ 1 姰子 天仁元（1108）・10・28 15 叔母 官子 天仁元（1108）・11・ 8 19 叔母

崇徳 譲位 保安 4（1123）・ 1・28 保安 4（1123）・ 2・19 守子 保安 4（1123）・ 6・ 9 13 祖父の従姉妹

悰子 保安 4（1123）・ 8 ・28 25 伯母
統子 大治 2（1127）・ 4 ・ 6 2 同母妹

禧子 長承元（1132）・11・25 11 同母妹

怡子 長承 2（1133）・12・21

祖父の従姉妹

近衛 譲位 永治元（1141）・12・ 7 永治元（1141）・12・27
妍子 康治元（1142）・ 2・26 異母姉妹

祖父の従姉妹
喜子 仁平元（1151）・ 3・ 2 叔母

後白河 死去 久寿 2（1155）・ 7・23 久寿 2（1155）・10・26 亮子 保元元（1156）・ 4・19 10 娘 祖父の従姉妹
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二条 譲位 保元 3（1158）・ 8・11 保元 3（1158）・12・20 好子 保元 3（1158）・12・25 11 異母妹
再従姉妹

式子 平治元（1159）・10・25 11

異母妹

六条 ＊譲位
永万元（1165）・ 7・28死去 永万元（1165）・ 6・25 永万元（1165）・12・18 休子 仁安元（1166）・12・ 8 10 叔母 叔母

高倉 譲位 仁安 3（1168）・ 2・19 仁安 3（1168）・ 3・20 惇子 仁安 3（1168）・ 8・27 11 異母姉

異母姉
僐子 嘉応元（1169）・10・20 11 姪
頌子 承安元（1171）・ 6・28 27 叔母

範子 治承 2（1178）・ 6・27 2
娘

安徳 譲位 治承 4（1180）・ 2・21 治承 4（1180）・ 4・22 不在 異母姉
後鳥羽 西国遷御（退位せず） 寿永 2（1183）・ 8・20 元暦元（1184）・ 7・ 2 潔子 文治元（1185）・11・15 7 異母姉 不在
土御門 譲位 建久 9（1198）・ 1・11 建久 9（1198）・ 3・ 3 粛子 正治元（1199）・12・24 4 異母妹

礼子 元久元（1204）・ 6・23 5
異母妹

順徳 譲位 承元 4（1210）・11・25 承元 4（1210）・12・28 煕子 建保 3（1215）・ 3・14 11 異母妹 異母妹
忠恭 譲位 承久 3（1221）・ 4・20 行わず 不在
後堀河 廃位 承久 3（1221）・ 7・ 9 承久 3（1221）・12・ 1 利子 嘉禄 2（1226）・11・26 30 同母姉
四条 譲位 貞永元（1232）・10・ 4 貞永元（1232）・12・ 5 昱子 嘉承 3（1237）・11・24 7 異母姉妹
後嵯峨 崩御 仁治 3（1242）・ 1・20 仁治 3（1242）・ 3・18 曦子 寛元 2（1244）・12・16 21 異母妹
後深草 譲位 寛元 4（1246）・ 1・29 寛元 4（1246）・ 3・11 不在
亀山 譲位 正元元（1260）・11・26 正元元（1259）・12・28 愷子 弘長 2（1262）・12・ 4 14 異母姉妹
後宇多 譲位 文永11（1274）・ 1・26 文永11（1274）・ 3・26

不在伏見 譲位 弘安10（1287）・10・21 正応元（1288）・ 3・15
後伏見 譲位 永仁 6（1298）・ 7・22 永仁 6（1298）・10・13
二条 譲位 正安 3（1301）・ 1・21 正安 3（1301）・ 3・24 弉子 徳治元（1306）・12・22 20 異母姉妹
花園 崩御 徳治 3（1308）・ 8・25 延慶元（1308）・11・16 不在
後醍醐 譲位 文保 2（1318）・ 2・26 文保 2（1318）・ 3・29 懽子 元徳 2（1330）・12・19 16 娘
光厳 廃位 元徳 3（1331）・ 9・20 正慶元（1332）・ 3・22 不在

後醍醐 廃位 元弘 3（1333）・ 5・25 なし 祥子 正慶 2（1333）・12・28 娘

　＊印＝先帝が譲位後すぐに死去したケース。女王＝ゴシック体。※印＝卜定時は女王、後日内親王宣下。斎
王
卜
定
に
関
す
る
一
考
察
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即
位
式
と
斎
宮
卜
定
の
実
施
間
隔
は
天
皇
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
一
定
で
は
な
い
。
斎
宮
卜
定
の
中
絶
や
大
幅
な
卜
定
の
遅
延
が
み
ら
れ

る
安
徳
天
皇
以
降
は
除
外
し
、
践
祚
と
即
位
式
が
分
か
れ
た
平
城
天
皇
か
ら
高
倉
天
皇
ま
で
の
即
位
式
と
斎
宮
卜
定
の
関
係
は
以
下
の
よ
う

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
即
位
式
よ
り
一
ヶ
月
未
満
…
八
例
（
仁
明
・
光
孝
・
醍
醐
・
村
上
・
花
山
・
一
条
・
後
一
条
・
二
条
）

②
即
位
式
よ
り
一
ヶ
月
以
上
三
ヶ
月
未
満
…
七
例
（
淳
和
・
文
徳
・
陽
成
・
円
融
・
白
河
・
堀
河
・
近
衛
）

③
即
位
式
よ
り
三
ヶ
月
以
上
六
ヶ
月
未
満
…
六
例
（
平
城
・
嵯
峨
・
後
朱
雀
・
崇
徳
・
後
白
河
・
高
倉
）

④
即
位
式
よ
り
六
ヶ
月
以
上
一
年
未
満
…
六
例
（
清
和
・
冷
泉
・
後
冷
泉
・
後
三
条
・
鳥
羽
・
六
条
）

⑤
即
位
式
よ
り
一
年
以
上
…
三
例
（
宇
多
・
朱
雀
・
三
条
）

　

即
位
式
か
ら
斎
王
卜
定
ま
で
の
期
間
が
短
い
①
と
②
の
場
合
、
院
政
期
の
二
条
天
皇
は
例
外
と
し
て
残
り
の
天
皇
は
践
祚
か
ら
即
位
式
ま

で
の
期
間
も
短
く
お
よ
そ
一
ヶ
月
前
後
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
即
位
式
か
ら
斎
王
卜
定
ま
で
や
や
時
間
が
か
か
っ
た
③
の
場
合
、
嵯
峨
・
崇

徳
・
高
倉
天
皇
は
践
祚
か
ら
即
位
式
の
期
間
は
一
ヶ
月
ほ
ど
だ
が
、
平
城
・
後
朱
雀
・
後
白
河
天
皇
は
二
ヶ
月
前
後
の
時
間
を
有
し
て
お
り
、

天
皇
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
即
位
式
か
ら
斎
宮
卜
定
ま
で
長
い
期
間
が
空
く
④
と
⑤
の
場
合
、
即
位
式
を
執
り
行
う
ま

で
二
ヶ
月
以
上
か
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
践
祚
か
ら
一
ヶ
月
前
後
で
即
位
式
を
挙
げ
た
天
皇
は
、
そ
の
後
の
斎
宮
卜
定
も
迅
速
に
行
っ
て
い

る
。
逆
に
践
祚
か
ら
即
位
式
ま
で
数
ヶ
月
か
か
る
よ
う
な
天
皇
は
、
斎
宮
卜
定
を
行
う
時
期
も
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
、

即
位
儀
礼
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
先
帝
の
退
位
状
況
を
検
証
し
た
い
と
思
う
。

　

す
べ
て
の
即
位
儀
礼
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
①
の
ケ
ー
ス
で
は
、
先
帝
は
す
べ
て
死
を
伴
わ
な
い
譲
位
に
よ
り
退
位
し
て
い
る
。
②
の

ケ
ー
ス
で
は
、
先
帝
が
譲
位
後
三
日
で
崩
御
し
た
文
徳
天
皇
は
例
外
と
し
て
、
残
り
は
先
帝
の
退
位
に
死
が
関
係
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
一

様
で
は
な
い
③
の
ケ
ー
ス
は
、
践
祚
か
ら
即
位
式
が
一
ヶ
月
弱
で
行
わ
れ
た
嵯
峨
・
崇
徳
・
高
倉
天
皇
の
場
合
、
先
帝
は
通
常
の
譲
位
を
し
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て
い
る
。
一
方
、
即
位
式
ま
で
二
ヶ
月
ほ
ど
時
間
が
か
か
っ
た
平
城
・
後
朱
雀
・
後
白
河
天
皇
の
場
合
、
先
帝
は
在
位
の
ま
ま
崩
御
し
て
い

る
。
ま
た
④
と
⑤
の
ケ
ー
ス
で
は
、
先
帝
が
在
位
の
ま
ま
崩
御
も
し
く
は
譲
位
後
数
日
で
崩
御
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
先
帝
の
退
位
状
況

に
よ
っ
て
新
帝
の
即
位
儀
礼
の
時
期
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
死
を
絡
ま
な
い
受
譲
即
位
を
し
た
天
皇
は
、
践
祚
か
ら
斎
宮
卜
定
ま
で
の
一

連
の
即
位
儀
礼
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
先
帝
の
崩
御
（
譲
位
後
す
ぐ
に
死
去
も
含
む
）
に
よ
る
伴
う
即
位
を
し
た
天
皇
は
、
即
位
儀
礼
に

滞
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
即
位
儀
礼
の
停
滞
も
一
定
で
は
な
く
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
表
2
に
は
崩

御
に
よ
る
即
位
を
し
た
際
の
先
帝
と
新
帝
の
血
縁
関
係
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

先
帝
の
死
去
か
ら
斎
宮
卜
定
の
期
間
は
短
い
場
合
は
三
ヶ
月
弱
、
長
い
場
合
は
一
年
六
ヶ
月
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。
文
徳
天
皇
以
前
は
異

な
る
が
清
和
天
皇
以
降
、
先
帝
と
新
帝
の
血
縁
関
係
が
父
子
で
あ
る
時
、
卜
定
は
父
帝
の
崩
御
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
先
帝
と
新
帝
の
血
縁
関
係
が
兄
弟
以
下
の
場
合
、
三
条
天
皇
を
例
外
と
し
て
、
先
帝
の
崩
御
か
ら
数
ヶ
月
ほ
ど
で
斎
王
卜
定
を

行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
新
帝
は
父
の
死
か
ら
一
年
経
過
し
て
か
ら
斎
宮
を
選
ん
で
い

る
こ
と
に
な
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
は
重
服
が
除
服
と
な
る
時
期
と
同
じ
で

あ
る
。『
令
集
解
』「
喪
葬
令
」
に
よ
る
と
服
喪
期
間
は
、
君
（
天
皇
・
太
政
天

皇
）・
父
母
・
夫
・
本
主
の
死
は
一
年
、
祖
父
母
・
養
父
母
は
五
ヶ
月
、
曾
祖
父

母
・
外
祖
父
母
・
伯
叔
姑
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
夫
の
父
母
・
嫡
子
は
三
ヶ
月
、
高
祖

父
母
・
舅
姨
・
嫡
母
・
継
母
・
継
父
同
居
・
異
父
兄
弟
姉
妹
・
衆
子
・
嫡
孫
は
一
ヶ

月
、
衆
孫
・
従
父
兄
弟
姉
妹
・
兄
弟
の
子
は
七
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間

が
過
ぎ
る
と
除
服
と
な
る（
（（
（

。
特
に
天
皇
が
父
母
の
喪
に
服
す
る
期
間
を
諒
闇
と
い
い
、

令
制
で
は
一
年
間
で
あ
っ
た
が
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
の
淳
和
天
皇
の
死
後
、
仁

先　帝 新　帝 血縁 崩御から卜定までの期間

桓　武 平　城 父子 約11ヶ月　　

仁　明 文　徳 父子 約 3ヶ月　　

文　徳 清　和 父子 約 1年 1ヶ月

光　孝 宇　多 父子 約 1年 6ヶ月

醍　醐 朱　雀 父子 約 1年 3ヶ月

村　上 冷　泉 父子 約 1年 1ヶ月

一　条 三　条 従兄弟 約 1年 5ヶ月

後一条 後朱雀 同母兄弟 約 7ヶ月　　

後朱雀 後冷泉 父子 約 1年 2ヶ月

後冷泉 後三条 異母兄弟 約10ヶ月　　

堀　河 鳥　羽 父子 約 1年 3ヶ月

近　衛 後白河 異母兄弟 約 8ヶ月　　

二　条 六　条 父子 約 1年 4ヶ月

表 2　 死を絡む退位をした先帝と新帝
の血縁関係
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明
天
皇
は
「
日
を
以
て
月
に
易
え
る
」
と
い
う
中
国
の
方
式
を
取
り
入
れ
た
。
た
だ
し
一
年
を
過
ぎ
る
ま
で
は
諒
闇
中
で
、
そ
の
間
は
「
心

喪
」
に
服
し
、
そ
の
後
大
祓
を
行
っ
て
除
服
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
令
義
解
』「
軍
防
令
」
で
は
父
母
の
喪
は
重
服
と
い
い（
（（
（

、
そ
れ

以
下
の
軽
服
と
区
別
さ
れ
て
い
た
。
清
和
天
皇
以
降
、
先
帝
が
在
位
の
ま
ま
崩
御
も
し
く
は
譲
位
後
に
崩
御
し
た
場
合
、
受
譲
即
位
を
し
た

場
合
と
比
べ
て
斎
宮
卜
定
が
遅
い
の
は
、
服
喪
期
間
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
大
嘗
祭
は
諒
闇
が
明

け
る
ま
で
行
わ
れ
な
い
。
斎
宮
卜
定
は
大
嘗
祭
同
様
に
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
あ
る
。
そ
の
た
め
新
帝
の
服
喪
期
間
が
過
ぎ
る
ま
で
斎
宮
卜
定

を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
三
条
天
皇
は
従
兄
弟
の
一
条
天
皇
か
ら
皇
位
を
継
承
し
た
が
、
斎
宮
卜
定
は
即
位
式
か
ら
約
一
年
一
ヶ
月
後
に
践
祚
か
ら
数
え

る
と
一
年
五
ヶ
月
後
に
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
一
条
天
皇
は
譲
位
後
す
ぐ
に
崩
御
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
父
子
継
承
を
し
た
他

の
天
皇
よ
り
斎
宮
卜
定
が
遅
く
な
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
卜
定
の
遅
れ
は
三
条
天
皇
の
父
で
あ
る
冷
泉
院
の
死
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
即
位
式
よ
り
八
日
後
の
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
十
月
二
十
四
日
、
冷
泉
院
が
赤
痢
に
よ
っ
て
急
死
し
、
三

条
天
皇
は
諒
闇
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
斎
宮
卜
定
は
新
帝
の
服
喪
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
行
う
こ
と
が
慣
例
化
し
て
お
り
、
三
条
天
皇
は
父

の
死
か
ら
一
年
間
は
斎
宮
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
三
条
天
皇
も
父
の
重
服
に
か
か
っ
た
た
め
、
そ
の
諒
闇
が
明
け
る
ま
で
斎
宮

卜
定
を
行
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
九
世
紀
後
半
以
降
、
斎
宮
卜
定
は
新
帝
の
即
位
状
況
に
よ
っ
て
実
施
時
期
に
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
死
を
絡
ま
な
い

通
常
の
受
譲
即
位
を
し
た
場
合
、
践
祚
→
即
位
式
→
斎
宮
卜
定
と
ス
ム
ー
ズ
に
即
位
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
る
。
一
方
で
、
先
帝
が
死
を
絡
む

退
位
を
し
た
場
合
、
斎
宮
卜
定
の
時
期
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
先
帝
と
新
帝
の
関
係
が
父
子
で
あ
っ
た
場
合
、
天
皇
の
諒
闇
が
明
け

る
ま
で
最
低
一
年
間
は
斎
宮
卜
定
を
行
わ
な
い
の
が
慣
例
化
し
た
の
で
あ
る
。
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2　

斎
院
の
場
合

　

斎
宮
卜
定
は
新
帝
の
即
位
状
況
に
よ
っ
て
実
施
期
間
が
異
な
る
が
、
も
う
一
つ
の
斎
王
制
度
で
あ
る
斎
院
の
卜
定
に
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
斎
院
卜
定
の
実
施
例
を
検
証
し
、
卜
定
の
時
期
に
関
す
る
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
斎
院
卜
定
は

『
延
喜
式
』
巻
第
六
、
神
祇
六
、「
斎
院
司
」
定
齋
王
条
に
、

凡
天
皇
卽
レ
位
。
定
二
賀
茂
大
神
宮
齋
王
一。
仍
簡
二
内
親
王
未
レ
嫁
者
一
卜
之
。
若
無
二
内
親
王
一
者
。
依
二
世

次
一。
簡
二
諸
女
王
一
卜
之
。

天
皇
が
即
位
し
た
の
ち
、
卜
定
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
即
位
と
斎
院
卜
定
の
関
係
は
以
下
の
と
お
り
パ
タ
ー
ン

分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
即
位
後
斎
宮
と
同
日
卜
定
…
七
例
（
仁
明
・
文
徳
・
清
和
・
陽
成
・
朱
雀
・
冷
泉
・
後
朱
雀
）

②
斎
宮
よ
り
遅
れ
て
卜
定
…
七
例
（
嵯
峨
・
宇
多
・
後
冷
泉
・
白
河
・
鳥
羽
・
崇
徳
・
土
御
門
）

③�

交
代
し
な
い
…
十
八
例
（
淳
和
・
光
孝
・
醍
醐
・
村
上
・
円
融
・
花
山
・
一
条
・
三
条
・
後
一
条
・
後
三
条
・
堀
河
・
近
衛
・
後
白

河
・
二
条
・
六
条
・
高
倉
・
安
徳
・
順
徳
）

斎
院
の
場
合
、
天
皇
の
代
替
わ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
め
ら
れ
る
①
と
②
の
パ
タ
ー
ン
と
改
め
ら
れ
な
い
③
の
パ
タ
ー
ン
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
①
と
②
の
う
ち
、
崩
御
に
よ
る
即
位
を
し
た
Ⓐ
群
【
文
徳
・
清
和
・
宇
多
・
朱
雀
・
冷
泉
・
後
朱
雀
・
後
冷
泉
・
鳥

羽
】
と
受
譲
即
位
を
し
た
Ⓑ
群
【
嵯
峨
・
仁
明
・
陽
成
・
白
河
・
崇
徳
・
土
御
門
】
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
Ⓐ
群
に
お
い
て
先
帝
と
斎
院
の
血
縁
関
係
は
、

文　

徳　

先
帝
：
仁
明
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
高
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。

清　

和　

先
帝
：
文
徳
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
述
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。

宇　

多　

先
帝
：
光
孝
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
穆
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。
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朱　

雀　

先
帝
：
醍
醐
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
韶
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
上
皇
崩
御
に
よ
る
退
下
。

冷　

泉　

先
帝
：
村
上
天
皇
〔
異
母
弟
〕
＝
斎
院
：
婉
子
内
親
王
〔
異
母
姉
〕
…
当
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。

後
朱
雀　

先
帝
：
後
一
条
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
馨
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。

後
冷
泉　

先
帝
：
後
朱
雀
天
皇
〔
父
〕
＝
斎
院
：
娟
子
内
親
王
〔
娘
〕
…
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
。

鳥　

羽　

先
帝
：
堀
河
天
皇
〔
同
母
兄
〕
＝
斎
院
：
禛
子
内
親
王
〔
同
母
妹
〕
…
疾
病
に
よ
る
退
下
（
当
帝
崩
御
と
同
日（
（（
（

）。

八
例
中
六
例
が
父
娘
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
父
の
死
去
に
伴
い
斎
院
を
退
下
し
て
い
る
。
残
り
の
二
例
は
先
帝
と
斎
院
の
血
縁
関
係
が
兄
妹
で

あ
る
が
、
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
退
下
し
て
い
る
。
婉
子
内
親
王
の
例
は
異
母
弟
の
村
上
天
皇
が
在
位
の
ま
ま
崩
御
し
た
た
め
解
任
さ
れ
、
禛

子
内
親
王
の
例
は
堀
河
天
皇
の
崩
御
と
同
日
に
疾
病
に
よ
っ
て
が
解
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ⓐ
群
の
天
皇
は
先
帝
退
位
の
時
点
で
斎

院
が
退
下
し
て
い
た
た
め
、
新
た
な
斎
院
を
選
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
婉
子
内
親
王
の
事
例
か
ら
天
皇
と
斎
院

が
父
娘
で
は
な
く
て
も
、
当
帝
が
在
位
の
ま
ま
崩
御
し
た
時
は
斎
院
を
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
譲
位
後
に
先
帝
が
崩
御
し
た
場
合
は
、

先
帝
と
斎
院
の
関
係
が
父
娘
で
な
い
限
り
、
斎
院
を
改
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

Ⓑ
群
の
場
合
、
斎
院
制
を
創
設
し
た
嵯
峨
天
皇
と
二
十
三
年
ぶ
り
に
斎
院
制
を
復
活
さ
せ
た
土
御
門
天
皇
は
除
外
し
て
、
仁
明
・
陽
成
・

崇
徳
天
皇
の
時
は
先
帝
の
譲
位
、
白
河
天
皇
の
時
は
疾
病
に
よ
っ
て
斎
院
が
そ
れ
ぞ
れ
退
下
し
て
い
る
。
斎
宮
と
同
日
に
斎
院
の
卜
定
が
行

わ
れ
て
い
た
の
は
仁
明
～
陽
成
天
皇
ま
で
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
斎
院
は
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
任
を
解
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
九
世
紀
中
頃
ま
で
は
斎
院
も
斎
宮
と
同
様
に
天
皇
の
即
位
に
対
応
し
た
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
光
孝
天
皇
以
降
、
天
皇

が
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
を
す
る
と
、
斎
院
の
交
代
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
斎
院
は
父
母
の
崩
御
や
本
人
の
疾
病
な
ど
斎
院

を
努
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
時
だ
け
、
新
斎
院
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
位
時
に
斎
院
が
不
在
の
場
合
、
斎
宮
卜
定
と
同
日
あ

る
い
は
遅
れ
て
斎
院
卜
定
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
新
帝
が
諒
闇
の
場
合
、
斎
宮
同
様
に
新
帝
が
除
服
し
た
の
ち
に
卜
定
を
行
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
九
世
紀
後
半
以
降
、
斎
院
は
父
母
の
死
や
本
人
の
疾
病
以
外
の
理
由
で
退
下
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

通
常
の
受
禪
に
よ
る
即
位
は
斎
院
を
改
め
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、『
日
本
紀
略
』
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
二
月
廿
九
日

条
に
「
被
レ
告
二│

申
齋
院
尊
子
内
親
王
不
レ
改
由
於
賀
茂
社
一。」
と
あ
る
と
お
り
、
斎
院
を
改
め
な
い
由
を
賀
茂
社
に
奉
告
を
行
え
ば
良
か
っ

た
の
で
あ
る
。
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
必
ず
改
め
ら
れ
る
斎
宮
と
必
ず
し
も
改
め
ら
れ
な
い
斎
院
、
同
じ
斎
王
制
度
で
あ
り
な
が
ら
異
な

る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

二
、
斎
王
卜
定
の
儀

　

斎
宮
斎
院
は
未
婚
の
内
親
王
（
内
親
王
不
在
の
場
合
は
女
王
）
の
中
か
ら
卜
定
で
選
ば
れ
た
。
卜
定
時
の
斎
王
の
年
齢
は
判
明
し
て
い
る

限
り
で
二
歳
～
三
十
歳
ま
で
で
、
総
じ
て
十
代
の
選
出
が
多
い
。『
栄
花
物
語
』（
巻
三
十
八　

松
の
下
枝
）
に
、

今
の
斎
院
も
、
わ
づ
ら
は
せ
給
て
、
下
り
さ
せ
給
ぬ
れ
ば
、
女
院
に
お
は
し
ま
し
つ
る
四
宮
居
さ
せ
給
ぬ
。
高
倉
殿
の
宮
、
斎
院
に
ゐ

さ
せ
給
ふ
べ
し
な
ど
い
ふ
事
あ
り
て
、
今
さ
ら
に
と
や
思
し
け
ん
、
尼
に
な
ら
せ
給
ふ
と
て
、
十
二
月
の
八
日
、
戒
受
け
さ
せ
給
ふ
と

の
ゝ
し
れ
ど
（
後
略
）

延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
七
月
に
退
下
し
た
佳
子
内
親
王
の
後
任
斎
院
を
決
め
る
際
、
当
初
は
高
倉
殿
の
宮
祐
子
内
親
王
が
候
補
に
挙
が
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
祐
子
内
親
王
は
斎
院
に
卜
定
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
で
出
家
し
た
。
結
局
、
後
三
条
院
の
四
宮
篤
子
内
親
王
が
斎
院
に
定

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
祐
子
内
親
王
の
年
齢
は
三
十
五
歳
、
一
方
の
篤
子
内
親
王
の
年
齢
は
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
祐
子
内
親
王
が

「
今
さ
ら
に
」
と
言
っ
た
の
は
年
齢
的
な
こ
と
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
栄
花
物
語
』
の
文
節
よ
り
、
斎
王
は
若
い
内
親
王
（
女
王
）
が
任

じ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
祐
子
内
親
王
は
斎
院
を
拒
否
す
る
た
め
に
出
家
し
て
い
る
。
斎
王
は

俗
人
の
内
親
王
や
女
王
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
卜
定
の
儀
が
行
わ
れ
る
前
に
、
祐
子
内
親
王
の
名
が
斎
院
候
補
に
挙
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げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斎
王
は
卜
定
以
前
に
候
補
者
が
内
定
し
て
い
た
と
い
え
る
。
卜
定
の
儀
に
先
立
っ
て
あ
ら
か
じ
め
候
補
が
定
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
儀
式
書
や
古
記
録
な
ど
の
史
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
北
山
抄
』
巻
第
六
、
備
忘
略
記
、
齋
王
卜
定

事
に
よ
れ
ば
、

延
喜
三
年
二
月
十
九
日
。
左
大
臣
兩
度
令
レ
卜
。
初
度
丙
合
。
後
度
乙
合
。
先
例
以
二
續
飯
一
封
。
此
般
用
レ
刀
。
以
二
乙
合
親
王
一
定
レ

之
。

左
中
辦
當
時
爲
二
勅
使
一。
明
日
發
レ
使
。
令
レ
申
二
彼
社
一。

延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
十
九
日
、
疾
病
に
よ
り
斎
院
を
退
下
し
た
君
子
内
親
王（
（（
（

の
後
任
斎
院
の
選
定
が
行
わ
れ
た
。
左
大
臣
が
二
度
卜

い
を
行
い
、
一
度
目
が
丙
合
、
二
度
目
が
乙
合
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
例
に
倣
い
乙
合
親
王
を
斎
院
に
決
定
し
て
い
る
。
延

喜
三
年
の
卜
定
に
お
い
て
は
斎
院
候
補
が
少
な
く
と
も
二
名
存
在
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
斎
院
は
、『
日
本
紀
略
』
同
日
条
に
、

「
卜
二│

定
賀
茂
齋
院
一。
恭
子
内
親
王
卜
食
云
々
。」
と
あ
り
、
恭
子
内
親
王
だ
と
判
明
し
て
い
る
。
恭
子
内
親
王
は
先
日
に
姉
の
宣
子
内
親
王

と
共
に
親
王
宣
旨
を
受
け
て
い
る（
（（
（

。
宣
子
内
親
王
は
恭
子
内
親
王
が
母
（
更
衣
藤
原
鮮
子
）
の
喪
で
退
下
し
た
後
任
の
斎
院
に
選
ば
れ
て
い

る
の
で
、
丙
合
と
な
っ
た
も
う
一
人
の
候
補
は
宣
子
内
親
王
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（
（（
（

。
延
喜
三
年
の
事
例
か
ら
、
斎
王
候
補
が
卜
定
以
前

に
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
く
『
北
山
抄
』
に
は
、

承
平
元
年
十
二
月
廿
五
日
。
左
大
臣
仰
二
外
記
一
召
二
硯
紙
。
自
書
二
内
親
王
名
一。
令
二
外
記
密
封
一。
召
二
奥
生
一
給
レ
之
。
先
令
レ
卜
二
伊
勢

齋
王
一。
大
臣
開
見
。
兩
度
不
レ
合
。
三
度
合
レ
之
。
次
令
レ
卜
二
賀
茂
齋
王
一。
一
度
合
也
。
參
上
奏
了
。
召
二
奥
生
一。
仰
下
以
二
雅
子
内
親

王
一
定
二
伊
勢
齋
王
一。
以
二
婉
子
内
親
王
一
定
二
賀
茂
齋
王
一
之
由
上。
又
仰
レ
辨
令
レ
給
二
承
知
官
符
一。
諒
闇
間
卜
定
例
。
在
二
嘉
祥

三
年
一。
而
承
平
例
如
レ
之
。

承
平
元
年
（
九
三
一
）
十
二
月
二
十
五
日
の
朱
雀
天
皇
の
斎
王
卜
定
に
お
い
て
、
事
前
に
斎
王
候
補
と
な
る
内
親
王
の
名
を
選
ん
で
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
斎
宮
の
卜
定
は
二
度
合
わ
ず
三
度
目
に
な
っ
て
よ
う
や
く
合
い
異
母
姉
雅
子
内
親
王
が
選
ば
れ
た
。
一
方
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の
斎
院
は
一
度
の
卜
定
で
合
い
異
母
姉
婉
子
内
親
王
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
雅
子
内
親
王
が
三
度
占
わ
れ
た
の
か
、
斎
宮
候
補
が
三
人
い
た

の
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
候
補
は
ほ
ぼ
内
定
し
て
い
て
、
卜
定
は
形
式
的
な
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
小
右
記
』
永
観
二

年
（
九
八
四
）
十
一
月
五
日
条
に
は
、

（
前
略
）
民
部
卿
大
輔
惟（
藤
原
）成

云
。
昨
日
有
二
齋
王
卜
定
之
事
一。
式（
爲
平
）部

卿
親
王
・
彈（
章
明
）正

尹
親
王
許
差
二
所
衆
一。
先
取
二│

遣
女
王
名
簿
一。
其
後

召
二
左（
源
雅
信
）

大
臣
於
御
前
一。
被
レ
仰
二
女
王
名
一。
是
事
不
レ
慥
。
仍
下
二│

給
名
簿
等
一。
大
臣
懐
二
名
簿
一
還
二│

著
杖
座
一。
卜
定
奏
文
云
々
。
卜
二│

定

彈
正
尹
親
王
女
済
子
一
云
々
。
以
二
左
近
衞
佐
爲（
藤
原
）頼
朝
臣
一。
被
レ
仰
二│

遣
其
由
一。
依
レ
有
二
事
緣
一
也
者
。
先
以
二
近
衞
官
人
一
被
二
仰
遣
一
者

也
。

花
山
天
皇
の
斎
宮
卜
定
に
先
立
っ
て
、
式
部
卿
為
平
親
王
（
村
上
天
皇
皇
子
）
と
弾
正
尹
章
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
皇
子
）
の
許
に
所
衆
を
差

し
向
け
て
女
王
の
名
簿
を
取
り
遣
わ
し
、
左
大
臣
源
雅
信
を
召
し
て
花
山
天
皇
の
御
前
で
会
議
を
開
い
て
い
る
。
結
局
、
花
山
天
皇
の
斎
宮

に
は
章
明
親
王
女
の
済
子
女
王
が
卜
定
さ
れ
た
。

　

後
一
条
天
皇
の
斎
宮
卜
定
は
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
が
、『
御
堂
関
白
記
』
同
月
十
三
日
条
に
は
、「
示
下
源

宰（
賴
定
）相以

二
故
中（
具
平
親
王
）

務
宮
女（
嫥
子
）子一
可
レ
為
二
齋
王
一
由
上。
至
二
彼
宮
一
還
来
云
。
示
二
案
内
一
了
者
。」
卜
定
の
儀
の
六
日
前
に
は
嫥
子
女
王
が
斎
宮
に
内

定
し
て
い
た
。
そ
し
て
同
記
同
月
十
九
日
条
に
、「
曉
女（
倫
子
）方
參
レ
院
。
右
大
臣
參
入
。
會
二│

合
東
渡
殿
一。
齋
王
卜
定
事
等
相
示
。」
と
あ
り
、

右
大
臣
藤
原
顕
光
が
藤
原
道
長
の
も
と
に
参
入
し
、
斎
宮
卜
定
に
関
す
る
打
合
せ
を
事
前
に
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
も
卜
定
以
前
に

斎
宮
は
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
斎
王
卜
定
の
儀
は
事
前
に
内
定
し
て
い
た
候
補
者
の
合
否
を
占
う
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
斎
王
選
定
に
お
い
て

重
要
な
の
は
候
補
を
先
行
す
る
会
議
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
条
に
は
、
斎
宮
選
定
に
お
い
て
太
上
天
皇
を
中
心
に
人
選
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
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え
る
記
述
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
。

七
月
廿
七
日
。
在
家
之
間
甲
斐
權
守
知
信
爲
二
殿
下
御
使
一
來
云
。
來
月
十
三
日
依
二
吉
日
一
欲
レ
上
二
最
前
表
一
之
處
。
件
日
齋
宮
卜
定

之
議
日
也
。
而
同
日
如
何
可
二
量
申
一
者
。
予
申
云
。
齋
宮
卜
定
朝
家
一
代
大
事
也
。
御
上
表
猶
可
下
令
レ
用
二
他
日
一
給
上
歟
。
就
レ
中
齋

宮
未
レ
知
二
誰
人
一
之
間
。
頗
議
之
間
及
二
大
事
一
歟
。
他
事
不
レ
可
レ
候
之
由
可
レ
申
者
。

甲
斐
守
知
信
が
摂
政
藤
原
忠
実
の
使
い
と
し
て
藤
原
宗
忠
の
も
と
に
参
り
、
来
月
十
三
日
が
吉
日
な
の
で
上
表
を
行
う
こ
と
を
相
談
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
宗
忠
は
「
斎
宮
卜
定
は
朝
家
一
代
の
大
事
で
あ
る
。
他
の
事
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。」
と
反
対
し
て
い
る
。
鳥
羽
朝
の
斎

宮
卜
定
は
同
年
十
月
に
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
七
月
廿
七
日
の
時
点
で
適
当
な
候
補
者
い
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
十

月
二
十
六
日
に
、

齋
宮
齋
院
全
無
二
其
人
一。
仍
于
レ
今
一
不
レ
立
レ
申
。
但
無
レ
止
神
事
。
又
不
レ
可
二
默
而
止
一。
稱
二
院
幷
堀
川
院
皇
女
一
之
輩
頗
有
二
其
數
一。

然
而
其
母
皆
不
レ
落
。
不
レ
知
二
一
定
一。
雖
レ
申
二
上
皇
一
不
二
慥
覺
御
一
之
由
。
被
レ
仰
也
。
去
九
日
爲
二
王
胤
一
哉
否
之
條
。
内
々
被
レ
問
二

六
壬
占
一
也
。
是
依
二
江
帥
申
説
一
所
レ
被
レ
行
也
。
而
件
人
四
人
之
中
。
道
言
家
榮
所
二
占
申
一。
又
以
不
同
也
。
爲
二
天
下
大
事
一
如
何
。

民
部
卿
。
幷
下
官
。
頭
爲
房
。
密
々
付
二
占
形
一
量
申
。
季
實
朝
臣
孫
。
稱
二
院
御
女
一
之
人
。
皆
以
二
合
レ
占
一。
先
被
レ
立
二
齋
宮
一。
何
事

之
有
哉
、
已
明
後
日
可
レ
被
二
卜
定
一。
追
又
可
二
一
定
一
者
。

斎
宮
斎
院
候
補
が
存
在
し
な
い
た
め
、
落
胤
を
称
す
る
者
を
斎
宮
斎
院
に
立
て
る
こ
と
で
選
考
を
進
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
白
河
院
・
故
堀

河
天
皇
の
皇
女
を
自
称
す
る
者
は
多
い
が
、
皆
母
親
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
父
親
で
あ
る
白
河
院
の
記
憶
も
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
に
、
真
相
が

分
か
ら
な
い
。
十
月
九
日
に
は
大
江
匤
房
の
意
見
に
よ
り
陰
陽
寮
の
道
言
・
家
栄
ら
が
落
胤
の
真
偽
を
占
う
が
、
結
果
が
一
致
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
今
度
は
民
部
卿
源
俊
明
・
藤
原
宗
忠
・
蔵
人
頭
藤
原
為
房
が
秘
密
裏
に
占
い
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
木
工
頭
藤
原
季
実
の

外
孫
が
白
河
院
の
落
胤
で
と
い
う
結
果
が
一
致
し
た
。
そ
こ
で
季
実
孫
を
白
河
院
の
落
胤
と
認
知
し
、
ま
ず
斎
宮
に
立
て
る
こ
と
が
決
定
さ
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れ
た
の
で
あ
る
。
鳥
羽
朝
の
事
例
は
非
常
に
特
殊
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
斎
王
候
補
の
選
考
は
卜
定
の
儀
よ
り
数
ヶ
月
前
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
同
月
二
十
八
日
に
斎
宮
卜
定
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
く
『
中
右
記
』
に
は
、

今
日
齋
宮
卜
定
也
。（
中
略
）
姰
子
女
王
是
太
上
皇
御
女
也
。
而
可
レ
被
レ
爲
二
齋
王
一
也
。
其
前
可
レ
爲
二
内
親
王
一
哉
。
先
問
二
外
記
一
之

處
。
申
云
。
今
上
男
女
王
子
之
外
。
内
親
王
宣
旨
強
不
レ
見
者
。
人
々
可
二
定
申
一
者
。
藤
宰
相
申
云
。
重
猶
尋
二
先
例
一。
可
レ
有
二
一

定
一
歟
。
左
大
辨
申
云
。
先
例
不
分
明
者
可
レ
隨
二
欶
定
一。
治
部
卿
同
レ
之
。
下
官
申
云
。
先
例
已
不
二
慥
見
一。
但
被
レ
下
二
内
親
王
宣
旨
一。

何
事
之
有
哉
。
今
思
太
上
天
皇
威
儀
。
已
同
二
人
主
一。
就
レ
中
我
上
皇
已
専
政
主
也
。
仍
存
在
旨
所
レ
申
也
。
右
大
將
。
民
部
卿
同
レ
予
。

内
々
被
レ
問
二
帥
卿
匡
房
一

之
時
。
申
旨
如
レ
此
云
々
。

以
二
此
旨
一
奏
聞
。
頭
爲
房
歸
來
。
仰
云
。
以
二
姰
子
女
王
一
可
レ
爲
二
内
親
王
一
者
。（
後
略
）

斎
宮
卜
定
に
先
駆
け
て
ま
ず
姰
子
女
王
に
内
親
王
宣
旨
が
下
さ
れ
る
こ
と
。
当
帝
の
皇
子
女
以
外
で
親
王
宣
旨
を
下
さ
れ
た
例
は
見
な
い
が
、

太
上
天
皇
の
威
儀
は
当
帝
と
同
じ
で
あ
り
、
白
河
院
は
専
政
主
で
あ
る
の
で
姰
子
女
王
に
内
親
王
宣
旨
が
下
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
白
河
院
が
中
心
と
な
り
、
鳥
羽
天
皇
の
斎
宮
選
定
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
斎
王
の
選
定
に
は
政
治
的
な
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
帝
が
元
服
し
て
い
る
場
合
、

天
皇
の
意
志
を
ま
ず
反
映
さ
せ
る
。
し
か
し
新
帝
が
幼
少
の
場
合
、
天
皇
に
判
断
能
力
が
な
く
、
自
分
の
意
志
で
斎
王
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
政
権
を
掌
握
す
る
権
力
者
が
中
心
と
な
っ
て
斎
王
の
選
定
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
斎
王
選
定
を
め
ぐ
る
背
景

　

藤
原
忠
平
以
降
、
摂
関
家
が
政
権
実
権
を
掌
握
す
る
と
、
天
皇
家
と
婚
姻
関
係
を
結
び
「
天
皇
の
ミ
ウ
チ
化
」
が
進
ん
で
い
っ
た（
（（
（

。
一
方
、

こ
の
時
期
の
斎
宮
は
異
母
姉
妹
以
上
の
血
縁
関
係
の
遠
い
斎
王
が
増
加
し
、
斎
院
は
娘
や
同
母
姉
妹
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
摂
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関
最
盛
期
（
花
山
～
後
冷
泉
朝
）
に
は
、
斎
宮
に
女
王
斎
王
の
選
出
例
が
急
増
す
る
。
そ
の
た
め
一
般
的
に
摂
関
家
は
斎
宮
に
無
関
心
で
、

あ
え
て
自
身
の
後
見
す
る
外
戚
の
皇
女
を
斎
宮
に
選
ば
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
こ
の
時
期
の
藤
原
摂
関
家
は
、

小
野
宮
流
（
実
頼
）
と
九
条
流
（
師
輔
）
に
分
裂
し
、
さ
ら
に
九
条
流
内
で
も
摂
関
の
座
を
巡
り
、
兄
弟
間
で
の
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。
九
条
流
摂
関
家
を
外
戚
と
す
る
天
皇
の
摂
政
関
白
を
小
野
宮
流
摂
関
家
が
務
め
る
な
ど
、
朝
廷
内
の
構
造
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

天
皇
家
も
冷
泉
系
と
円
融
系
に
分
裂
し
、
両
統
の
血
を
引
く
後
三
条
天
皇
が
即
位
す
る
ま
で
分
裂
状
態
が
継
続
し
て
い
た
。
女
王
斎
宮
は
政

権
が
不
安
定
な
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
選
定
の
背
景
に
は
何
ら
か
の
政
治
的
意
図
が
介
入
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ

に
摂
関
最
盛
期
に
お
け
る
斎
王
選
定
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

　

花
山
～
後
冷
泉
朝
の
斎
王
選
定
の
特
徴
と
し
て
斎
宮
は
女
王
の
選
出
が
続
出
し
、
斎
院
は
天
皇
退
位
に
よ
る
交
替
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
選
子
内
親
王
は
円
融
～
後
一
条
朝
の
五
代
五
十
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
斎
院
を
務
め
て
い
る
。
つ
ま

り
斎
院
は
斎
宮
に
比
べ
累
代
が
少
な
く
、
結
果
的
に
内
親
王
の
選
出
が
多
く
感
じ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
何
故
こ
の
時
期
内
親
王

の
卜
定
が
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
斎
王
選
考
の
事
例
を
個
別
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

花
山
天
皇
の
主
な
斎
宮
候
補
と
し
て
、
同
母
姉
の
冷
泉
天
皇
第
一
皇
女
宗
子
内
親
王
、
従
姉
妹
の
式
部
卿
為
平
親
王
王
女
恭
子
女
王（
（（
（

、
そ

し
て
弾
正
尹
章
明
親
王
王
女
済
子
女
王
が
い
る
。
こ
の
う
ち
宗
子
内
親
王
は
斎
宮
選
定
会
議
の
際
に
名
が
挙
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
候
補
か

ら
脱
落
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
式
な
斎
宮
候
補
と
し
て
審
議
さ
れ
た
の
は
恭
子
女
王
と
済
子
女
王
で
あ
っ
た
。
も
う
一
人
の
候
補
で

あ
っ
た
恭
子
女
王
は
、
当
時
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
嬰
児
で
一
歳
斎
王
の
選
出
例
は
な
い
た
め
適
任
で
は
な
い
。
宗
子
内
親
王
は
摂
関
家
の
血

を
引
く
皇
女
で
あ
る
が
、
外
祖
父
藤
原
伊
尹
が
す
で
に
な
く
、
外
戚
は
力
を
失
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
摂
関
家
も
権
中
納
言
藤
原
義
懐
・
関
白

藤
原
頼
忠
・
右
大
臣
藤
原
兼
家
が
三
つ
巴
の
対
立
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
そ
の
た
め
そ
の
他
の
親
族
に
よ
る
後
見
も
期
待
出
来
な
い
。
そ
こ

で
斎
宮
候
補
と
し
て
は
適
齢
で
あ
っ
た
済
子
女
王
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
章
明
親
王
は
花
山
天
皇
の
即
位
式
で
左
侍
従
を
務
め
、
済
子
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女
王
の
姉
妹
と
み
ら
れ
る
女
の
慶
子
女
王
も
左
褰
帳
を
努
め
る
な
ど
重
視
さ
れ
て
い
た
ら
し
い（
（（
（

。
済
子
女
王
が
斎
宮
に
選
ば
れ
た
の
は
、
章

明
親
王
の
皇
室
内
に
お
け
る
立
場
が
考
慮
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
の
摂
関
家
は
斎
宮
選
考
に
介
入
で
き
る
よ
う
な

状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
斎
宮
は
花
山
天
皇
主
導
の
も
と
会
議
に
よ
っ
て
候
補
が
審
議
さ
れ
、
適
任
と
判
断
さ
れ
た
済
子

女
王
が
選
ば
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

寛
和
二
年
（
九
八
六
）
八
月
八
日
、
一
条
天
皇
の
斎
宮
に
村
上
天
皇
第
四
皇
子
為
平
親
王
の
王
女
恭
子
女
王
が
選
出
さ
れ
た
。
即
位
当

時
、
一
条
天
皇
は
七
歳
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ま
だ
皇
女
は
お
ら
ず
、
姉
妹
も
一
人
も
存
在
い
な
か
っ
た
。
従
姉
妹
に
あ
た
る
冷
泉
上
皇
の

皇
女
た
ち
も
す
で
に
薨
去
し
て
お
り
、
近
親
の
内
親
王
の
中
か
ら
斎
宮
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
円
融
・
冷
泉
上
皇
の
同
母

兄
弟
で
あ
る
為
平
親
王
王
女
の
恭
子
女
王
が
斎
宮
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
為
平
親
王
は
貞
元
三
年
（
九
七
八
）
に
輦
車
宣
旨
・
式
部
卿

任
命
・
一
品
に
叙
さ
れ
る
な
ど
皇
族
中
も
っ
と
も
上
位
に
い
た
。
一
条
朝
の
斎
宮
選
考
に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
録
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、

皇
室
内
で
高
い
地
位
に
い
る
為
平
親
王
の
王
女
を
斎
宮
に
選
ぶ
こ
と
は
、
極
め
て
順
当
と
い
え
る
。

　

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月
十
九
日
、
後
一
条
天
皇
の
斎
宮
に
故
中
務
卿
具
平
親
王
第
三
王
女
嫥
子
女
王
が
卜
定
さ
れ
た
。
後
一
条
天

皇
は
九
歳
の
幼
帝
で
あ
る
た
め
皇
女
が
ま
だ
誕
生
し
て
お
ら
ず
、
必
然
的
に
姉
妹
も
し
く
は
女
王
の
中
か
ら
斎
宮
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
後
一
条
天
皇
に
は
異
母
姉
の
一
条
天
皇
第
一
皇
女
脩
子
内
親
王
が
お
り
、
必
ず
し
も
女
王
を
斎
宮
に
選
ぶ
必
要
性
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
斎
宮
に
選
ば
れ
た
の
は
嫥
子
女
王
で
あ
っ
た
。
嫥
子
女
王
は
一
条
天
皇
の
従
姉
妹
で
あ
る
の
で
、
後
一
条
天
皇
と
の
血

縁
関
係
は
極
め
て
薄
い
。
異
母
姉
の
脩
子
内
親
王
で
は
な
く
遠
縁
の
嫥
子
女
王
を
斎
宮
に
選
出
し
た
こ
と
は
、
斎
宮
を
軽
視
し
た
人
選
を

行
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
嫥
子
女
王
は
藤
原
頼
通
の
正
室
隆
姫
女
王
の
同
母
妹
で
、
同
母
弟
の
源
師
房
は
後
に
頼
通
の
猶
子
と
な
る

な
ど
、
九
条
流
摂
関
家
と
の
関
わ
り
は
深
い
。

　
『
栄
花
物
語
』（
巻
十
二　

た
ま
の
む
ら
き
く
）
に
は
、
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あ
る
が
中
の
お
と
宮
は
、
三
條
院
の
入
道
の
一
品
宮
の
御
子
に
し
奉
ら
せ
給
し
、
ま
だ
十
ば
か
り
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
、
こ
た
み
の
斎

宮
に
ゐ
さ
せ
給
ぬ
、
そ
の
御
扱
ひ
も
、
た
ゞ
こ
の
大
將
殿
よ
ろ
づ
に
せ
さ
せ
給
、

嫥
子
女
王
が
資
子
内
親
王
（
村
上
天
皇
皇
女
）
の
猶
子
に
な
っ
た
こ
と
。
十
歳
ば
か
り
で
斎
宮
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
義
兄
の
頼
通

が
後
見
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
二
月
十
九
日
条
に
は
、

曉
女（
倫
子
）方

參
レ
院
。
右
大
臣
參
入
。
會
二│

合
東
渡
殿
一。
齋
王
卜
定
事
等
相
示
。
後
大
臣
着
レ
陣
令
レ
卜
。
以
二
經
頼
一
奏
。
依（
衍

レ
例カ
）

仰
二
依
レ
例

可
レ
行
由
一。
諸
給
二
施
行
一
府（
符
）給

二
大
炊
・
大
善
一。
宣
旨
以
二
少
將
經（
源
）親

一
示
二│

遣
齋
宮
二。
々
々
故
中
務
卿
親
王
具
平
三
女
嫥
子
。
大
臣
不
レ

仰
二
神
祇
官
一。
以
レ
弁
仰
レ
之
。
違
例
也
。
次
皇（
俊
賢
）太

后
宮
大
夫
奏
二
開
關
事
一。
國
司
返
レ
解
近
江
一
枚
。
今（
伊
勢
・
美
濃
）

二
國
二
枚
。
木
契
相
加
。
即

返
二│

給
外
記
一
破
云
々
。
參
入
。
候
レ
宿
。
此
日
帶
刀
給
二
兵
杖
一
云
々
。
不
レ
給
レ
試
。
只
仰
二
御
前
一
云
々
。
件
事
近
代
無
二
如
レ
此
事
一。

是
本
宮
可
レ
然
無
レ
人
歟
。
任
二
帶
刀
一
事
。
奏
二
可
レ
給
レ
試
由
一。
給
二
參
議
一
試
。
了
レ
奏
二
名
薄（
簿
）一。
後
任
者
也
。
不
レ
知
二
前
例
一。
不
覺
宮

司
也
。

斎
宮
卜
定
の
当
日
に
右
大
臣
藤
原
顕
光
が
藤
原
道
長
の
も
と
に
参
り
、
東
渡
殿
に
お
い
て
斎
宮
卜
定
の
こ
と
を
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
る
。
な

お
卜
定
の
上
卿
は
こ
の
顕
光
が
努
め
た
の
だ
が
、『
小
右
記
』
同
日
条
に
よ
る
と
顕
光
は
儀
式
の
手
順
を
間
違
え
た
た
め
、
道
長
に
「
老
愚

者
也
。
至
レ
今
不
レ
被
二
出
仕
一
有
レ
何
乎
者
。」
と
激
し
く
罵
ら
れ
て
い
る
。
顕
光
の
失
態
に
激
怒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
長
は
斎
宮
儀
礼

に
冷
淡
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
斎
宮
卜
定
の
打
合
せ
を
道
長
と
顕
光
が
行
っ
て
い
た
こ
と
。
儀
式
の
失
敗
に
道
長
が
激
怒
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
道
長
は
外
孫
後
一
条
天
皇
の
斎
宮
卜
定
に
非
常
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
九
月
十
七
日
条
に
は
、「
齊〔
齋
〕宮
遷
二
野
宮
一。
終
日
雨
。
申
時
雨
止
。
此
時
吉
時
。
与
二

攝
政
一
同
見
物
。」
と
道
長
と
頼
通
父
子
が
嫥
子
女
王
の
野
宮
入
御
を
わ
ざ
わ
ざ
見
学
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
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九
月
八
日
の
群
行
に
は
、
長
奉
送
使
に
藤
原
能
信
が
決
定
さ
れ
た
。
能
信
は
道
長
の
四
男
で
、
頼
通
と
は
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
母
は
源
高
明

女
の
明
子
で
あ
る
。
明
子
は
嫥
子
女
王
の
母
方
の
祖
母
（
源
高
明
女
）
の
姉
妹
に
あ
た
る
。
長
奉
送
使
は
伊
勢
群
行
の
責
任
者
で
あ
り
、
斎

宮
の
近
縁
の
者
が
努
め
る
こ
と
が
多
い（
（（
（

。
嫥
子
女
王
の
場
合
も
例
外
で
は
な
く
、
母
方
の
縁
者
が
選
ば
れ
て
い
る
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
嫥
子
女
王
は
九
条
流
摂
関
家
と
関
係
の
深
い
斎
宮
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
道
長
や
頼
通
は
嫥
子
女
王
の
斎

宮
儀
礼
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
斎
宮
儀
礼
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
。
九
条
流
摂
関
家
は
斎
宮
に
冷
淡
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
ど
こ
ろ

か
、
外
孫
の
即
位
儀
礼
と
し
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

異
母
姉
脩
子
内
親
王
は
皇
后
藤
原
定
子
（
関
白
藤
原
道
隆
女
）
所
生
の
一
条
天
皇
の
第
一
皇
女
で
、
中
関
白
家
を
外
戚
と
し
て
い
た
。
し

か
し
外
祖
父
の
道
隆
は
脩
子
内
親
王
誕
生
前
に
薨
去
し
、
父
母
も
こ
の
時
す
で
に
亡
く
し
て
い
た
。
さ
ら
に
外
伯
父
の
伊
周
が
花
山
上
皇
に

対
す
る
不
敬
事
件
を
起
こ
し
て
失
脚
し
、
外
戚
の
中
関
白
家
の
零
落
が
著
し
く
後
見
人
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
母
定
子
の
没
後
、
同
母

弟
の
敦
康
親
王
は
中
宮
藤
原
彰
子
に
引
き
取
ら
れ
養
育
さ
れ
て
い
た
が
、
脩
子
内
親
王
は
道
長
・
彰
子
父
娘
の
庇
護
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

九
条
流
摂
関
家
に
と
っ
て
、
脩
子
内
親
王
よ
り
嫥
子
女
王
の
方
が
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
『
権
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
五
月
廿
七
日
条
に
は
、「
如
レ
此
大
事
只
任
二
宗
廟
社
稷
之
神
一。
非
レ
敢
二
人
力
一
之
所
及
者
也
。

但
故
皇
后
宮
外
戚
高
氏
之
先
。
依
二
齋
宮
事
一
爲
二
後
胤
一
之
者
。
皆
以
二
不
レ
和
一
也
。
今
爲
二
皇
子
一
非
レ
無
二
所
レ
怖
一。
能
可
レ
被
レ
祈
二│

謝
太
神

宮
一
也
。
猶
有
二
愛
憐
之
御
意
一
」
と
新
王
家
別
当
藤
原
行
成
が
高
階
氏
の
血
を
引
く
敦
康
親
王
の
即
位
は
、
伊
勢
神
宮
の
怒
り
を
買
う
と
進

言
し
て
い
る
。
一
条
天
皇
は
皇
后
藤
原
定
子
所
生
の
第
一
皇
子
敦
康
親
王
の
即
位
を
望
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
皇
后
定
子
の
外
戚
家
が
高
階

氏
で
あ
る
の
で
伊
勢
神
宮
に
憚
る
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
反
対
さ
れ
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
外
孫

敦
成
親
王
（
後
一
条
天
皇
）
の
即
位
を
切
望
す
る
藤
原
道
長
に
よ
る
政
治
的
画
策
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
藤
原
行
成
の
発
言
に

ど
れ
ほ
ど
の
信
憑
性
が
あ
る
の
か
疑
わ
し
い
。
し
か
し
脩
子
内
親
王
を
斎
宮
に
選
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
大
の
障
害
と
な
っ
た
と
考
え
ら
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れ
る
。
つ
ま
り
敦
康
親
王
の
即
位
を
母
の
外
戚
を
理
由
に
退
け
た
の
に
、
同
母
姉
の
脩
子
内
親
王
を
斎
宮
に
選
出
す
る
こ
と
は
道
義
上
無
理

で
あ
る
。
後
一
条
天
皇
に
は
脩
子
内
親
王
以
外
に
姉
妹
は
お
ら
ず
、
従
姉
妹
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
血
縁
関
係
は
遠
い
が
外
戚
家
と

深
い
関
わ
り
の
あ
る
嫥
子
女
王
が
斎
宮
に
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
帝
に
皇
女
が
い
な
い
場
合
、
斎
宮
候
補
は
政
治
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
選
考
さ
れ
て
い
た
。
当
帝
と
外
戚
の
異
な
る
異
母
姉
妹
よ
り
も

血
縁
の
遠
い
女
王
の
方
が
多
く
選
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
斎
宮
に
選
ば
れ
た
女
王
は
い
ず
れ
も
皇
室
内
で
重
き
を
置
か
れ
て
い

た
親
王
の
女
で
あ
り
、
後
見
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
摂
関
期
に
お
い
て
も
斎
宮
は
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
失
わ
ず
、
機
能
し

て
い
た
。
一
方
の
斎
院
は
即
位
儀
礼
の
要
素
が
早
く
に
薄
れ
た
せ
い
か
、
交
替
し
な
い
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
。
摂
関
期
に
な
る

と
幼
帝
が
多
く
出
現
し
た
た
め
、
候
補
と
な
り
得
る
内
親
王
の
数
が
平
安
前
期
と
比
較
し
て
激
減
し
て
い
た
。
少
な
い
候
補
者
の
中
か
ら
斎

宮
斎
院
を
同
時
に
選
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
斎
宮
卜
定
が
優
先
し
て
行
わ
れ
、
斎
院
は
先
代
よ
り
継
続
し
て

務
め
る
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
斎
宮
に
遠
縁
、
斎
院
に
異
母
姉
妹
を
選
ぶ
と
い
う
斎
王
の
選
考
を
行
っ
た
冷
泉
朝
の
事
例
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。
永
承
元
年

（
一
〇
四
六
）
三
月
十
日
に
敦
明
親
王
（
小
一
条
院
）
の
皇
女
嘉
子
内
親
王
を
斎
宮
に
卜
定
、
遅
れ
て
同
年
三
月
二
十
四
日
に
異
母
妹
の
媟

子
内
親
王
を
斎
院
に
選
定
し
た
。
嘉
子
内
親
王
は
三
条
天
皇
の
皇
孫
（
冷
泉
系
）
で
あ
り
、
後
冷
泉
天
皇
（
円
融
系
）
と
は
皇
統
す
ら
こ
と

な
る
極
め
て
血
縁
関
係
の
薄
い
斎
宮
で
あ
っ
た
。
嘉
子
内
親
王
は
父
の
敦
明
親
王
が
帝
位
に
就
い
て
い
な
い
の
で
、
本
来
な
ら
ば
、「
女
王
」

と
呼
ば
れ
る
べ
き
だ
が
、
他
の
兄
弟
姉
妹
と
共
に
祖
父
三
条
天
皇
の
猶
子
と
な
り
、
親
王
宣
旨
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
女
王
」
で
は

な
く
「
内
親
王
」
と
し
て
破
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。

　

敦
明
親
王
は
父
の
三
条
天
皇
の
強
い
要
望
に
よ
り
後
一
条
天
皇
の
皇
太
子
と
な
っ
た
。
し
か
し
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
五
月
九
日
に
三

条
上
皇
が
崩
御
す
る
と
、
外
孫
敦
良
親
王
の
即
位
を
望
む
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
自
ら
皇
太
子
廃
位
を
願
い
出
た
。
そ
の
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後
、
道
長
の
計
ら
い
で
小
一
条
院
太
政
天
皇
の
尊
号
が
贈
ら
れ
、
上
皇
に
准
じ
た
扱
い
を
受
け
る
よ
う
な
る
。
さ
ら
に
敦
明
親
王
は
皇
太
子

辞
退
後
、
道
長
の
娘
の
寛
子
を
妃
に
迎
え
て
い
る
。
こ
の
寛
子
の
生
ん
だ
皇
女
の
一
人
が
、
嘉
子
内
親
王
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
後
冷
泉
天
皇

と
嘉
子
内
親
王
は
母
方
の
従
兄
弟
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
斎
王
選
考
は
、
会
議
を
経
て
候
補
が
内
定
さ
れ
る
。
会
議
は
時
の
権
力
者
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
政
治
的
な
バ
ラ

ン
ス
が
考
慮
さ
れ
た
。
後
冷
泉
天
皇
に
は
皇
女
が
生
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
斎
宮
に
は
小
一
条
院
の
皇
女
を
、
斎
院
に
は
異
母
姉
妹
を
選
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。
摂
関
家
は
斎
宮
を
冷
遇
な
ど
し
て
お
ら
ず
、
道
長
な
ど
は
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
賀
茂
神
社
に
奉
仕
す
る
斎
院

は
天
皇
と
の
即
位
儀
礼
と
の
関
連
が
早
く
に
廃
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
朝
廷
内
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
人
選
を
行
う
必
要
が
な
か
っ

た
。
単
純
に
当
帝
の
近
親
者
を
選
べ
ば
い
い
。
斎
宮
と
斎
院
の
人
選
の
違
い
は
斎
宮
が
即
位
儀
礼
で
あ
る
の
に
対
し
、
斎
院
卜
定
は
都
の
守

護
神
を
祀
る
斎
王
の
就
任
儀
と
い
う
性
質
の
違
い
に
起
因
す
る
。
摂
関
家
を
筆
頭
と
し
た
貴
族
た
ち
が
斎
宮
を
軽
視
し
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
。

お
わ
り
に

　

斎
宮
卜
定
は
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
あ
る
た
め
、
新
帝
の
即
位
状
況
に
よ
っ
て
実
施
の
時
期
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
斎
宮
候
補
者
は
卜

定
に
先
立
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
女
王
で
あ
ろ
う
が
内
親
王
で
あ
ろ
う
が
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
摂
関
期
に
お
い
て
斎
宮
の

選
定
に
は
政
治
的
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
が
、
候
補
は
会
議
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
摂
関
家
の
一
存
で
候
補
を
決
め
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
女
王
斎
宮
選
出
の
背
景
に
は
政
治
的
な
意
図
が
確
か
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
斎
宮
軽
視
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
藤
原
道

長
な
ど
は
斎
宮
に
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
血
縁
関
係
は
な
い
が
姻
戚
の
嫥
子
女
王
を
外
孫
の
斎
宮
に
立
て
て
い
る
。
一
方
、
斎
院
は
天

皇
の
即
位
儀
礼
と
の
関
連
が
早
く
か
ら
絶
た
れ
た
た
め
、
当
帝
の
近
親
の
内
親
王
を
単
純
に
選
ん
で
も
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
。
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摂
関
期
の
斎
宮
は
特
に
冷
遇
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
決
し
て
貴
族
た
ち
の
関
心
が
持
た
れ
な
く
な
っ
た
存
在
で
も
な
い
。
斎
宮
は

摂
関
期
で
も
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
あ
り
続
け
、
重
要
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）
榎
村
寛
之
『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）

（
2
）『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
は
、
賀
茂
祭
の
斎
院
御
禊
を
見
物
す
る
際
、
光
源
氏
の
正
妻
葵
上
と
愛
人
六
条
御
息
所
と
の
間
で
車
争
い
が
起
き
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
み
え
る
。

（
3
）『
枕
草
子
』
五
段
二
二
二
段
。

（
4
）
摂
関
期
（
朱
雀
～
後
冷
泉
朝
）
に
お
け
る
斎
王
と
天
皇
の
血
縁
関
係

朱
雀
朝
〔
斎
宮
〕
雅
子
内
親
王
（
異
母
姉
）
／
斉
子
内
親
王
（
異
母
姉
）
／
徽
子
女
王
（
姪
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
婉
子
内
親
王
（
異
母
姉
）

村
上
朝
〔
斎
宮
〕
英
子
内
親
王
（
異
母
姉
）
／
悦
子
女
王
（
姪
）
／
楽
子
内
親
王
（
娘
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
婉
子
内
親
王
（
異
母
姉
）

冷
泉
朝
〔
斎
宮
〕
輔
子
内
親
王
（
同
母
妹
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
尊
子
内
親
王
（
娘
）

円
融
朝
〔
斎
宮
〕
隆
子
女
王
（
従
姉
妹
）
／
規
子
内
親
王
（
異
母
姉
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
尊
子
内
親
王
（
姪
）
／
選
子
内
親
王
（
同
母
妹
）
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花
山
朝
〔
斎
宮
〕
済
子
女
王
（
父
の
従
妹
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
選
子
内
親
王
（
叔
母
）

一
条
朝
〔
斎
宮
〕
恭
子
女
王
（
従
妹
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
選
子
内
親
王
（
叔
母
）

三
条
朝
〔
斎
宮
〕
当
子
内
親
王
（
娘
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
選
子
内
親
王
（
叔
母
）

後
一
条
朝
〔
斎
宮
〕
嫥
子
女
王
（
父
の
従
姉
妹
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
選
子
内
親
王
（
大
叔
母
）・
馨
子
内
親
王
（
娘
）

後
朱
雀
朝
〔
斎
宮
〕
良
子
内
親
王
（
娘
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
娟
子
内
親
王
（
娘
）

後
冷
泉
朝
〔
斎
宮
〕
嘉
子
内
親
王
（
再
従
兄
の
子
）・
敬
子
女
王
（
再
従
兄
の
子
）

　
　
　
　
　

〔
斎
院
〕
禖
子
内
親
王
（
異
母
妹
）・
正
子
内
親
王
（
異
母
妹
）

（
5
）
榎
村
寛
之
、
前
掲
論
文
、
注
（
1
）

（
6
）
甲
田
利
雄
「
斎
宮
覚
書
」（『
平
安
時
代
臨
時
公
事
略
解
』
所
収
、
続
群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）

（
7
）
東
郷
富
規
子
「
大
斎
院
管
見
」（『
園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
』
四
、
一
九
六
九
年
）

（
8
）
榎
村
寛
之
、
前
掲
論
文
、
注
（
1
）

（
9
）
富
樫
美
恵
子
「
摂
関
期
の
斎
宮
・
斎
院
の
選
定
と
斎
王
忌
避
の
思
想
」（『
寧
樂
史
苑
』
第
四
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）

（
10
）
榎
村
寛
之
、
前
掲
論
文
、
注
（
1
）
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（
11
）『
令
義
解
』「
喪
葬
令
」

凢
服
紀
ハ
爲
ニ二
君
。
謂
。
天

子
也
。

父
母
及
夫
。
本
主
。
謂
。
其
文
學
家
令
等
。

不
レ
在
二
此
限
一
也
。

一
年
。
謂
。
以
二
十
二
月
一
爲
レ
限
。
不
レ
計
二
潤

月
一。
其
五
月
以
下
。
並
皆
計
レ
日
也
。

祖
父
母
。
養
父
母
ニ
。

五
月
。
謂
。
其
養
子
爲
二
本
生
一
一
年
。

即
養
父
母
爲
レ
子
一
月
也
。

曾
祖
父
母
。
外
祖
父
母
。
伯
叔
父
姑
。
妻
。
兄
妹
姉
妹
。
夫
ノ
之
父
母
。
謂
。
養
子
之
妻
妾
。
於
二

夫
之
養
父
母
一
亦
同
。

嫡
子
ニ
。
三
月
。
高
祖

父
母
。
舅
。
姨
。
嫡
母
。
継
母
。
継
父
ノ
同
居
。
異
父
兄
ノ
弟
姉
妹
。
衆
子
。
嫡
孫
ニ
。
一
月
。
衆
孫
。
從
父
兄
弟
姉
妹
。
兄
弟
ノ
子
。

七
日
。

（
12
）『
令
義
解
』「
軍
防
令
」
衛
士
下
日
條

凢
衛
士
ハ
。
雖
二
下
日
ト一
。
皆
不
レレ
得
二
輙
ク
卅
里
ノ
私
ニ
行
ヲ一
。
必
有
ラ二
ハ
事
故
一。
湏
シ下
經
レ二
本
府
ニ一
判
コ
ト
ハ
テ
聽
サ
ン
キ
乃
去
上。
其
上
番
ノ
年
ハ
。

雖
レ
有
ト二
重
服
一。
謂
。
父
母

喪
也
。

（
後
略
）

（
13
）『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
七
月
十
九
日
条
、

（
前
略
）
後
聞
。
齋
院
日
者
不
例
。
今
日
危
急
。
運
命
殆
欲
レ
盡
。
卜
筮
所
告
下
退
二
齋
院
一
吉
上
也
。
仍
亥
時
許
俄
奉
レ
出
二
長
官
長
兼
直

廬
一。
則
有
二
平
愈
事
一。
誠
是
神
明
不
レ
受
歟
。
權
大
納
言
俊
實
依
レ
仰
參
二
齋
院
一。
沙
汰
件
事
也
。
齋
王
者
與
レ
帝
同
母
也
。
同
日
有
此

事
。
誠
以
希
有
也
。（
後
略
）

（
14
）
宇
多
天
皇
第
四
皇
女
。
母
は
女
御
橘
義
子
（
参
議
橘
広
相
女
）。
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
三
月
十
四
日
に
宇
多
天
皇
の
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
。

『
西
宮
記
』
臨
時
五
、
初
斎
院
入
紫
野
院
、
裏
書
に
は
、

延
喜
二
年
十
月
八
日
。
自
二
斎
院
使
公
節
一
陳
二
斎
王
煩
レ
病
由
一。
兼
可
二
遷
宮
一
否
云
々
。
差
二
蔵
人
公
利
一
營
問
之
。
九
日
。
仰
二
左
大

臣
一。
令
レ
定
下
斎
王
移
二
他
家
一
事
上。
入
レ
夜
公
節
来
云
。
親
王
甚
無
気
力
云
々
。
此
夜
罷
出
云
々
。
十
一
日
。
左
大
臣
。
奏
下
斎
院
君
子

内
親
王
以
二
九
日
夜
一
薨
状
上
云
々
。
十
一
月
三
日
。
斎
王
薨
状
。
可
レ
奉
レ
告
二
賀
茂
一
状
。
仰
二
右
（
光
）大

臣
一
令
レ
勧
レ
例
之
。
五
日
右
大
臣

奉
二
賀
茂
宣
命
一。
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延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
十
月
九
日
、
病
に
よ
り
斎
院
を
退
出
し
て
他
家
に
移
っ
た
あ
と
、
そ
の
日
の
夜
に
薨
じ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
15
）『
日
本
紀
略
』
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
十
七
日
戊
子
条
、

以
二
今
上
第
二
皇
女
宣
子
。
第
三
恭
子
一
爲
二
内
親
王
一。

（
16
）
榎
村
寛
之
、
前
掲
論
文
、
注
（
1
）

（
17
）
村
井
康
彦
「
道
長
と
そ
の
時
代
」（『
王
朝
文
化
断
章
』
所
収
、
教
育
社
、
一
九
八
五
年
）

（
18
）
富
樫
美
恵
子
、
前
掲
論
文
、
注
（
9
）

（
19
）
所
京
子
『
斎
王
和
歌
文
学
の
史
的
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）

（
20
）『
天
祚
禮
祀
職
掌
録
』

　

光
孝
天
皇
以
前
。
上
古
依
レ
無
二
委
細
所
見
一。
略
不
レ
注
レ
之
。

登
極
卽
位
事

　

花
山
院　

永
観
二
年
十
月
十
日
即
位　
大
極
殿

　
　
　
（
中
略
）

　
　

左
侍
従
。
彈
正
尹
章
明
親
王
、
刑
部
卿
従
四
位
上
茂
親
王
。
少
納
言
従
五
位
城
上
藤
原
信
義
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

褰
帳
。　

左
慶
子
女
王
。
彈
正
尹
章
明

親
王
女
。　

右
明
子
女
王
。
前
上
總
太
守
。

盛
明
親
王
女
。

（
21
）
所
京
子
、
前
掲
論
文
、
注
（
19
）
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